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ま
と
め
る
組
織
を
作

る
こ
と
、
取
組
み
は
簡

単
な
こ
と
か
ら
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
地
区
の
取

組
み
発
表
で
は
、
中

筋
・
西
気
・
合
橋
・

高
橋
の
4
地
区
が
、
特

産
品
の
開
発
や
観
光
振
興
、
英
語

を
用
い
た
異
年
齢
交
流
な
ど
、
地

区
特
性
を
生
か
し
た
取
組
み
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

ま
た「
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め

に
」と
い
う
テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
中
竹

野
・
弘
道
・
資
母
地
区
の
代
表
が

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

楽
し
め
ま
す
。

　

3
月
21
日
、「
と
よ
お
か
地
域
づ

く
り
大
会
2
0
1
5
」を
、
豊
岡

市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
未
来
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、
地
区
公
民
館
区

域
で
の「
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
」を
推
進
し
、
平
成
26
年

度
か
ら
モ
デ
ル
地
区
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
島
根
大

学
教
育
学
部
教
授

の
作さ

く

野の

広ひ
ろ

和か
ず

さ
ん
が

「
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
、

今
地
域
に
で
き
る
こ

と
」と
題
し
た
講
演

を
し
ま
し
た
。
自
身

の
地
域
を
誇
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
、
住
民
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て

▲施設の外観

▲取組み発表（中筋地区）

▲作野教授の講演

▲パネルディスカッション

〜
住
民
主
導
の
地
域
づ
く
り
機
運
を
盛
り
上
げ
る
〜

「
と
よ
お
か
地
域
づ
く
り
大
会
2
0
1
5
」開
催

〜
恵
ま
れ
た
自
然
・
地
域
特
性
を
生
か
し
て
〜

竹
野
子
ど
も
体
験
村
竣し

ゅ
ん

工こ

う

〜
名
誉
市
民
に
賞
賛
と
尊
敬
を
込
め
て
贈
る
〜

名
誉
市
民
章
の
デ
ザ
イ
ン
決
定

【
3
月
】

14
日
・
2
0
1
4
但
東
地
域
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
但
東

地
域
づ
く
り
研
修
会
」

　
　

・
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
事
務
局

　
　
　

豊
岡
視
察（
〜
16
日
）

19
日
・
消
防
企
画
総
合
訓
練（
〜

20
日
）

21
日
・
と
よ
お
か
地
域
づ
く
り
大

会
2
0
1
5

　
　

・
豊
岡
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生

復
帰
学
術
研
究
発
表
会

22
日
・
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
第
8

回
抽
選
会（
最
終
回
）

24
日
・
市
立
森
本
中
学
校
閉
校
式

25
日
・
豊
岡
農
業
ス
ク
ー
ル
研
修

結
果
報
告
会
、
修
了
式

　
　

・
豊
岡
市
歴
史
的
建
築
物
保

存
活
用
検
討
委
員
会

27
日
・
名
誉
市
民
章
デ
ザ
イ
ン
決
定

29
日
・
竹
野
子
ど
も
体
験
村
竣
工
式

30
日
・
第
4
期
豊
岡
市
障
害
福
祉

計
画
策
定

31
日
・
豊
岡
市
老
人
福
祉
計
画
・

第
6
期
介
護
保
険
事
業

計
画
策
定

【
4
月
】

1
日
・
大
都
市
圏
企
業
か
ら
の
派

遣
社
員
受
け
入
れ

　
　

・
豊
岡
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
委
嘱
式（
7
日
）

7
日
・
市
立
竹
野
中
学
校
統
合
式

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

昨
年
10
月
か
ら
整
備
を
進
め
て

い
た
竹
野
子
ど
も
体
験
村
が
完
成

し
、
3
月
29
日
、
竣
工
式
を
行
い

ま
し
た（
4
月
1
日
オ
ー
プ
ン
）。

　

木
造
瓦
葺ぶ

き

平
屋
建
の
施
設
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

魚
の
一
夜
干
し
や
う
ど
ん
打
ち
体

験（
加
工
室
）、
木
工
や
和
み
の
灯あ

か

り
づ
く
り（
多
目
的
室
）、
海
水
か

ら
の
塩
づ
く
り（
作
業
室
）な
ど
が

で
き
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
も

　

顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
名
誉
市

民
に
贈
呈
す
る
名
誉
市
民
章
の
デ

ザ
イ
ン
案
を
募
集
し
、
入
賞
作
品

を
選
考
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
デ

ザ
イ
ン
案
を
基

に
豊
岡
市
名
誉
市

民
章
の
デ
ザ
イ
ン

を
作
成
し
ま
し
た
。

同
章
は
豊
岡
市
名

誉
市
民
条
例
施
行

規
則（
3
月
27
日

制
定
）で
デ
ザ
イ

ン
や
材
質
、
大
き

▲豊岡市名誉市民章

さ
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
デ
ザ
イ
ン
案
入
賞
者
9

人
の
表
彰
は「
新
豊
岡
市
誕
生
10
周

年
記
念
式
典
」で
行
い
ま
し
た
。
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域
主
催
で
閉
校
記
念
碑
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

4
月
7
日
に
は
、
竹
野
中
学
校

統
合
式
が
行
わ
れ
、
新
し
い
学
校

で
の
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 　

こ
の
2
年
間
に
、
豊
岡
で
計
8

人
の
若
い
農
業
者
が
誕
生
し
ま
し

た
。
う
ち
2
人
は
市
の
農
業
ス
ク

ー
ル
の
卒
業
生
で
、
6
人
は
国
の

認
定
若
手
新
規
就
農
者
で
す
。
8

人
全
員
が
二
十
代
、
三
十
代
で
す
。

　

今
春
、
カ
バ
ン
・
ア
ル
チ
ザ
ン

ス
ク
ー
ル
を
6
人
が
卒
業
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
5
人
が
市
内
の

カ
バ
ン
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。

二
十
代
か
ら
四
十
代
、
Ｕ
タ
ー
ン

を
含
め
、
全
員
市
外
か
ら
の
就
職

で
す
。
新
年
度
の
入
学
は
9
人
。

二
十
代
か
ら
四
十
代
で
、
北
海
道

か
ら
九
州
ま
で
、
全
員
市
外
か
ら

で
す
。
年
間
授
業
料
1
2
6
万
円

を
払
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
豊
岡
で
か

ば
ん
づ
く
り
を
学
び
ま
す
。

　

先
月
、
上
京
の
際
に
寄
っ
て
ほ

し
い
と
か
ね
て
か
ら
要
請
の
あ
っ

た
環
境
省
の
幹
部
を
訪
ね
ま
し
た
。

事
務
次
官
、
官
房
長
、
自
然
環
境

局
長
等
駆
け
足
で
訪
問
し
、
意
見

交
換
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

自
然
環
境
局
長
の
部
屋
に
い
る

と
、
若
い
女
性
が
入
っ
て
き
ま
し

た
。
以
前
竹
野
の
事
務
所
に
い
た

方
で
、
そ
の
後
本
省
に
呼
び
戻
さ

れ
た
、
初
代
の
ジ
オ
パ
ー
ク
係
長

で
す
。「
私
、
3
月
で
環
境
省
を
辞

め
て
、
竹
野
に
移
り
住
み
ま
す
」

「
え
？
え
え
ー
？
」「
残
念
で
す
」と

局
長
。「
ぼ
く
は
、
嬉
し
い
で
す
」

　

彼
女
は
、
そ
の
後
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
に
任
命
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
国
の
制

度
で
、
都
市
部
か
ら
地
方
に
移
り

住
ん
で
地
域
活
性
化
の
支
援
を
し

な
が
ら
、
定
住
を
目
指
す
と
い
う

も
の
で
す
。
既
に
竹
野
の
海
に
魅

せ
ら
れ
た
女
性
2
人
が
着
任
し
て

い
ま
し
た
。
新
年
度
は
、
埼
玉
、

千
葉
か
ら
二
十
代
男
性
2
人
が
出

石
と
竹
野
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

経
済
的
・
文
化
的
に
貧
し
い
地

方
と
豊
か
な
都
市
と
い
う
強
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
人
々
は
地

方
か
ら
都
市
へ
と
流
れ
、
今
も
と

ど
ま
り
ま
せ
ん
。
他
方
で
、
都
市

の
暮
ら
し
の
空
虚
さ
と
地
方
の
暮

ら
し
の
豊
か
さ
を
見
る
人
々
も
確

実
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

地
方
の
暮
ら
し
の
豊
か
さ
と
は

何
か
。
そ
れ
は
、
つ
な
が
り
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
、
人
と
自
然
と
の
つ
な
が

り
、
人
と
地
域
の
伝
統
や
歴
史
と

の
つ
な
が
り
。
そ
の
豊
か
さ
。
な

に
か
、
風
を
感
じ
ま
せ
ん
か
？ 

　
風
を
感
じ
る
？

90

　

3
月
24
日
、
森
本
中
学
校
の
閉

校
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

森
本
中
学
校
は
、
昭
和
22
年
に

開
校
し
て
以
来
、
68
年
の
歴
史
を

刻
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
8

月
、
同
中
学
校
区
の
地
域
・
保
護

者
の
皆
さ
ん
か
ら
統
合
の
要
望
書

が
出
さ
れ
、
検
討
委
員
会
を
経
て
、

竹
野
中
学
校
と
統
合
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
閉
校
式
終
了
後
、
地

■
大
都
市
圏
企
業
か
ら
の
社
員
受

け
入
れ

　

総
務
省
の「
地
域
お
こ
し
企
業

人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
活
用
し
、

4
月
か
ら
日
本
リ
フ
ァ
イ
ン
㈱
の

社
員
・
松
野
祥
太
さ
ん
を
本
市
職

員
と
し
て
受
け
入
れ
ま
し
た
。　

　

現
在
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、

楽
天
㈱
や
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
の
社

員
が
本
市
で
専
門
分
野
を
生
か
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

松
野
さ
ん
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
革
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ

る
こ
と
や
環
境
経
済
事
業
の
推
進
、

〜
外
か
ら
の
助
っ
人
で
、ま
ち
を
地
域
を
活
性
化
〜

大
都
市
圏
企
業
か
ら
の
社
員
派
遣
受
け
入
れ
と
豊
岡
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
決
定

〜
新
た
な
学ま

な
び
や舎

で
歴
史
は
続
く
〜

森
本
中
学
校
閉
校
式
、竹
野
中
学
校
統
合
式
挙
行

 ▲（左から）石丸さんと内田さん

▲閉校式には生徒21人（３年生を含む）を
はじめ約170人が出席

▲閉校記念碑

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
豊
岡
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

　

4
月
か
ら
、石
丸
佳け

い

佑す
け

さ
ん（
埼

玉
県
）と
内
田
義よ

し

人と

さ
ん（
千
葉

県
）、
小
谷
芙ふ

蓉よ
う

さ
ん︵
東
京
都
︶

の
3
人
を
新
た
に
豊
岡
市
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

石
丸
さ
ん
は
、
竹
野
地
域
で
先

輩
隊
員
の
青
柳
順
子
さ
ん
と
連
携

し
な
が
ら
、
空
き
家
や
空
き
民
宿

の
活
用
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

内
田
さ
ん
は
、
出
石
地
域
で
空

き
家
・
空
き
店
舗
の
活
用
や
ま
ち

づ
く
り
計
画
策
定
支
援
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

小
谷
さ
ん
は
、
竹
野
地
域
で
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
観
光
資

源
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
取

り
組
み
ま
す
。　


